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広報つやまは、環境保護の
ため再生紙と大豆油インキ
を使用しています。読み終
えた後はリサイクル（雑誌)
にご協力ください
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無
病
息
災
を
願
っ
て
（
10
月
11
日
、
高
田
神
社
獅
子
舞
）

～ 榕菴と西洋の音楽  ～

☆広報つやまはホームペ
　ージで閲覧できます。

　「宿題やった？」うるさかろう
と思いながらも確認せずにはいら
れない…。その日学校で習ったこ
とを一人静かに机に向かいおさら
いする。この時間は大切
だ、絶対に。高らかに叫
ぼう、「宿題してから遊
びに行け～ !!」と。（和）

　取材の合間に「ダ・ビンゴ」に
挑戦しましたが、まったく的に入
らず。簡単なようで難しく、それ
でいて夢中になってしまうニュー
スポーツです。｢一人ぐ
らしとその仲間の会」の
皆さん、ご協力ありがと
うございました。(＆）

　

芸
術
の
秋
や
読
書
の
秋
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

秋
が
あ
り
ま
す
が
、
誰
に
と
っ
て
も
嬉
し
い
の

は
食
欲
の
秋
で
す
ね
。
11
月
22
・
23
日
に
は

「
作
州
津
山
ふ
る
さ
と
交
流
物
産
展
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
過
ぎ
て
お
な

か
周
り
が
気
に
な
っ
た
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
で
解
消
を
！
（
２
）
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わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
い
ろ
い
ろ
な
音
楽
で
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
津
山
藩
の
洋
学
者
た
ち
も
音
楽
が
好

き
だ
っ
た
よ
う
で
、
藩
医
の
宇
田
川
玄
真
は
三
味
線
が
得

意
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
そ
の
養
子
と
な
っ
た
榕
菴

も
音
楽
に
は
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

天
保
元
年
（
１
８
３
０
）、
榕
菴
は
32
歳
の
夏
に
、
同

じ
津
山
藩
の
藩
士
か
ら
中
国
で
使
わ
れ
る
笛
の
記
譜
法
を

習
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
思
う
よ
う
に
上
達
し
な
か
っ

た
よ
う
で
「
私
の
感
性
は
音
律
の
高
低
に
は
鋭
く
な
い
よ

う
だ
」
と
残
念
そ
う
に
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
後
期
に
は
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
明み

ん

楽が
く

や

清し
ん

楽が
く

と
い
う
音
楽
が
は
や
っ
て
い
ま
し
た
。
榕
菴
が
学
ん

で
い
た
の
は
こ
う
し
た
音
楽
で
、
月げ

っ

琴き
ん

と
い
う
清
楽
で
使

う
楽
器
も
好
ん
で
弾
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
で
終
わ
ら
な
い
の
が
榕
菴
で
す
。
演
奏

す
る
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、﹃
清
楽
考
﹄
と
い
う
研
究

原
稿
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
榕
菴
は
﹃
西せ

い

洋よ
う

楽が
く

律り
つ

稿こ
う

﹄
な
ど
と
題
さ
れ
た
数

種
類
の
原
稿
を
書
き
残
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
原
稿

を
詳
し
く
見
て
い
く
と
「
ア
ル
ト
」「
バ
ス
」「
メ
ロ
ヂ
ー

（
メ
ロ
デ
ィ
）」「
オ
ク
タ
ー
フ
（
オ
ク
タ
ー
ブ
）」
と
い
っ

た
言
葉
が
登
場
し
、
わ
た
し
た
ち
を
驚
か
せ
る
の
で
す
。

　

榕
菴
が
い
つ
頃
か
ら
西
洋
音
楽
に
関
心
を
持
っ
た
の
か
、

は
っ
き
り
と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
文
政
９

年
（
１
８
２
６
）
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に
随
行
し
て
江
戸

へ
や
っ
て
来
た
シ
ー
ボ
ル
ト
と
面
会
し
た
榕
菴
は
、
そ
の

時
の
印
象
に
つ
い
て
「
シ
ー
ボ
ル
ト
は
音
律
を
理
解
し
て

い
る
」
と
書
き
残
し
て
い
ま
す
。
何
か
２
人
で
音
楽
の
話

で
も
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は

江
戸
ま
で
ピ
ア
ノ
を
持
参
し
て
演
奏
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

の
で
、
榕
菴
に
も
聴
か
せ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て
、
榕
菴
の
原
稿
は
、
振
動

や
音
程
と
い
っ
た
音
の
性
質
や
西
洋
と
日
本
の
音
律
用
語

の
対
照
な
ど
を
ま
と
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
当
時
は
西
洋
の
音
楽
を
実
際
に
耳
に
す
る
機
会

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
書
物
か
ら
得
た
知
識
で
理

論
的
な
研
究
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

原
稿
に
残
さ
れ
た
音
符
を
眺
め
て
い
る
と
、
研
究
を
す

る
榕
菴
の
脳
裏
に
は
、
も
し
か
す
る
と
シ
ー
ボ
ル
ト
が
奏

で
る
ピ
ア
ノ
の
旋
律
が
流
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
、

そ
ん
な
ふ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
。

▲榕菴の音楽関係資料（㊤津山洋学資料館所
蔵、㊦早稲田大学図書館所蔵）
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西蔵

茶室

東蔵 裏座敷
洋館

座敷

主屋

付属屋

泉水

旧　出　雲　街　道

2011年
7月24日までに
アナログ放送終了！

　

天
神
橋
交
差
点
を
北
に
行
き
、

旧
出
雲
街
道
を
西
に
曲
が
っ
て

す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
城
東
む
か
し

町
家
は
あ
り
ま
す
。

　

城
東
む
か
し
町
家
は
、
江
戸

時
代
有
数
の
商
家
で
明
治
以
降

に
実
業
家
と
し
て
成
功
を
収
め

た
梶
村
家
の
住
宅
を
市
が
取

得
・
整
備
し
て
、
平
成
２
年
か

ら
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

敷
地
の
中
に
主
屋
や
土
蔵
、

洋
館
、
茶
室
な
ど
８
棟
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
末

期
の
面
影
を
残
す
主
屋
、
明
治

初
期
の
付
属
屋
、
大
正
時
代
の

洗
練
さ
れ
た
技
術
や
技
法
を
知

る
こ
と
の
で
き
る
座
敷
や
洋
館

な
ど
、
さ
ら
に
は
昭
和
初
期
に

建
築
さ
れ
た
茶
室
な
ど
が
、
か

つ
て
の
面
影
を
今
に
伝
え
て
い

ま
す
。
江
戸
後
期
か
ら
昭
和
初

期
ま
で
、
各
時
代
の
生
活
様
式

の
変
化
に
対
応
し
た
改
造
・
増

築
が
行
わ
れ
、
時
代
と
と
も
に

変
化
し
て
き
た
町
家
と
し
て
歴

史
を
物
語
る
貴
重
な
遺
産
で
す
。

平
成
９
年
に
は
、
国
の
有
形
文

化
財
に
登
録
さ
れ
、 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド

ラ
マ
『
あ
ぐ
り
』
の
ロ
ケ
地
に

も
な
り
ま
し
た
。

　

建
物
の
中
に
入
る
と
、
ど
こ

か
懐
か
し
く
、
時
の
流
れ
が
ゆ

る
や
か
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

《
開
館
》
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
毎
週
火
曜
日
は
休
館
）

《
入
館
料
》
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　

文
化
振
興
課

　

3 
32‐
２
１
２
１

〜
城
東
む
か
し
町
家
（
旧
梶
村
家
住
宅
）〜（
東
新
町
）

今月の
バス停

天神橋

にゆられて

時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
代
表
的
町
家

ごんご加茂

　

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
画
面
右
上
に
「
ア
ナ
ロ
グ
」

と
表
示
が
出
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ
れ
は
地
上
ア
ナ
ロ

グ
放
送
の
サ
イ
ン
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
に
情
報
を
与
え
て
く
れ
た
り
、
楽
し
み

も
与
え
て
く
れ
る
テ
レ
ビ
放
送
。
最
近
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
（
地
デ
ジ
）
と
い
う
言
葉
が
よ
く
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
23
年
（
２
０
１
１
）
７
月
24

日
ま
で
に
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了
し
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
移
行
し
ま
す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移

行
す
る
と
「
ア
ナ
ロ
グ
」
と
表
示
さ
れ
る
テ
レ
ビ
で
視

聴
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
テ
レ
ビ
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
県
内
各
放
送
局
は
デ
ジ
タ
ル
で
も
放
送
し
て

い
ま
す
。
早
め
に
地
デ
ジ
の
準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

ごんご久米

市内循環
ごんごバス

地
デ
ジ
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

特集



地デジカ　地上デジタル放送へ
　の完全移行に向けて「地デジ
　化」を推進するために生まれ
　たキャラクター
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放
送
や
携
帯
電
話
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
電
波
は
無
限

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
通
信
機
器
の
多
様
化
・
普

及
で
電
波
の
周
波
数
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
上
放
送
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
で
、
現
在
ア
ナ
ロ
グ
放

送
で
利
用
し
て
い
る
電
波
の
周
波
数
を
約
35
％
節
約
す
る
こ

と
が
で
き
、
ほ
か
の
用
途
に
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
デ
ジ
で
は
高
画
質
な
映
像
と
高
音
質
な
音
声

サ
ー
ビ
ス
が
楽
し
め
る
だ
け
で
な
く
、
い
つ
で
も
必
要
な

情
報
が
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
放
送
や
双
方
向
サ
ー
ビ
ス
な
ど

多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

地
デ
ジ
は
Ｕ
Ｈ
Ｆ
の
電
波
を
使
用
し
ま
す
が
、
テ
レ
ビ

な
ど
の
受
信
機
で
映
像
や
音
声
と
し
て
再
現
す
る
た
め
の

方
式
が
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
は
異
な
り
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
を

使
っ
て
地
デ
ジ
を
見
る
に
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
の
電
波
を
受
信
す

る
「
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
」
と
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

テ
レ
ビ
」、
ま
た
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
引
き
続
き
使
う

場
合
に
は
「
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
」
が
必
要
で
す
。

　

各
世
帯
の
環
境
で
受
信
方
法
は
異
な
り
ま
す
。
ご
自
宅

に
合
っ
た
受
信
方
法
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
対
応
テ
レ
ビ
の
ど
ち
ら
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
「
テ

レ
ビ
津
山
」
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
利
用
に
は
、
工
事

費
や
月
額
利
用
料
な
ど
の
費
用
が
掛
か

り
ま
す

問
い
合
わ
せ
先
　

テ
レ
ビ
津
山
3 

24
‐
４

０
０
０
（
火
〜
土
曜
日
午
前
９
時
〜
午

後
６
時
）

ア
ン
テ
ナ
工
事
は
不
要
で
す

※

ア
ン
テ
ナ
の
調
整
な
ど
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

ア
ン
テ
ナ
工
事
が
必
要
で
す

 

地
上
デ
ジ
タ
ル

チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど

を
買
い
足
し
、
現

在
使
用
し
て
い
る

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

に
接
続
す
る
。

 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

テ
レ
ビ
に
買
い
替
え
る
。

　

高
画
質
な
映
像
と
高
音
質

な
音
声
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
楽

し
め
ま
す
。

　
月
、
無
料
説
明
会
の
開
催

　

総
務
省
岡
山
県
テ
レ
ビ
受
信
者

支
援
セ
ン
タ
ー「
デ
ジ
サ
ポ
岡
山
」

で
は
、
地
デ
ジ
へ
の
移
行
準
備
の

た
め
の
説
明
会
を
市
内
で
開
催
し

ま
す
。
開
催
数
日
前
ま
で
に
説
明

会
の
日
程
案
内
を
全
戸
へ
郵
送
し

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

総
務
省
岡
山
県

　

テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
「
デ
ジ
サ
ポ
岡
山
」

3
０
８
６
‐
２
３
５
‐
８
０
２
６
　

平
日
午
前
10

時
〜
午
後
６
時

共
同
受
信
施
設
の
地
デ
ジ
化
助
成
制
度

　

ア
パ
ー
ト
な
ど
共
同
住
宅
内
の
共
同
受
信
施
設
や
建

物
な
ど
に
よ
る
受
信
障
害
対
策
と
し
て
設
置
さ
れ
た
共

同
受
信
施
設
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
し
て
国
の
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す
。

条
件
　

施
設
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
に
お
い
て
、
経

費
負
担
が
過
重
と
な
る
場
合
（
世
帯
当
た
り
３
万
５

千
円
以
上
）な
ど

※

改
修
工
事
の
実
施
前
に
申
請
を
行
う
こ
と

締
め
切
り
　

共
同
住
宅
の
共
同
受
信
施
設
＝
平
成
22
年

１
月
15
日
㈮
、
受
信
障
害
対
策
施
設
＝
平
成
21
年
12

月
28
日
㈪

問
い
合
わ
せ
先
　

デ
ジ
サ
ポ
助
成
金
相
談
窓
口
＝
3
０

５
７
０
‐
０
９
３
‐
７
２
４
（
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
で

つ
な
が
ら
な
い
と
き
は
3
０
３
‐
５
６
２
３
‐
３

１
２
１
） 

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　

助
成
金
申
請
窓
口
＝
総
務
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※このマークが目印

津山警察署325-0110
市民相談室332-2057
中国総合通信局308２-222-3429

相
談
先

特集

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

見
て
い
る
世
帯

ア
ン
テ
ナ
を
使
っ
て

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
世
帯

CATV

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
加
入
す
る

ア
ン
テ
ナ
の
種
類
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

電
器
店
・
家
電
量
販
店
な
ど
へ

VＨＦアンテナ

ＵＨＦアンテナ

地デジを口実にした
　　　悪質商法・詐欺に
　テレビの調査や工事を口実にし、料金を不正に請求した
り、総務省やテレビ局などの関係機関の職員をかたって切
り替え手数料などを架空請求するといった悪質な事例が発
生しています。デジタル放送への対応で総務省、テレビ局、
その他関係機関がお金を請求することは一切ありません。
このような請求を受けたときは絶対に支払わず、次へご相
談ください。

　家にはテレビ
が６台あります。
５人家族なので
１人に１台はあ
ることになりま

すね。テレビはニュースや天気予報などの情
報を得たり、スポーツやドラマなどが楽しめ
たりと生活の一部になっていますよね。
　昨年、わたしが主に使っているテレビが壊
れたので、地デジ対応テレビに買い替えまし
た。地デジは映像がとてもきれいで明るいで
す。これを見た家族も「地デジはきれいだ
ね」と感動し、古いテレビから買い替えるこ
とに決めました。
　現在、アナログテレビがあと３台あります。
価格も安くなっていて、来年３月末まではエ
コポイントも付くので、あと２台を買い替え
ようと思っています。
　テレビ津山（ケーブルテレビ）に入ってい
るので、地デジ対応テレビに買い替えるとき
にアンテナのことは考えなくて済みました。
テレビ津山は、市議会や身近なニュースなど
を見ることができていいですね。

デ
ジ
タ
ル
化
す
る
の
は
な
ぜ
？

地
デ
ジ
を
見
る
に
は
？

デジタルチューナー内蔵テレビ

アナログテレビ

デジタルチューナー デジタルチューナー内蔵録画機

地デジはとってもきれい！

末澤 潤子さん
（山北)

地デジの準備はお済みですか？ ～2011年7月24日までにアナログ放送終了！～
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問い合わせ先　財政課332-2020

　｢地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が昨年４月に一部施行され、平成19年度決算から『実質
赤字比率』『連結実質赤字比率』『実質公債費比率』『将来負担比率』の４指標（健全化判断比率）と公営
企業会計の『資金不足比率』について、監査委員の審査を受け、議会へ報告し、公表することが義務付け
られました。
　また、今年４月からは全面施行され、健全化判断比率のいずれかが早期健全化基準以上になった場合は、
自主的な改善努力によって財政を健全化するため、財政健全化計画の策定や外部監査の要求などが義務付
けられます。さらに、財政再生基準以上となった場合は、国の関与による確実な再生を行うため、財政再
生計画の策定などが義務付けられます。公営企業会計も同様に、経営健全化基準以上となった場合は、経
営健全化計画を定めなければなりません。
　津山市の平成20年度決算では健全化判断比率と資金不足比率は次のとおり基準を超えている比率はあり
ませんが、基金を取り崩すなど大変厳しい財政運営となっています。

　普通会計（福祉、教育、まちづくりなどを行う一
般会計に、奨学金特別会計・公共用地取得事業特別
会計を加えたもの）の赤字の程度を指標化し、財政
運営の深刻度を示すのが『実質赤字比率』です。
　津山市の実質収支は黒字であるため「－」と表示
されます。

　すべての会計の赤字や黒字を合算し、市全体の赤
字の程度を指標化し、市全体としての財政運営の深
刻度を示すのが『連結実質赤字比率』です。
　津山市の連結実質収支は黒字であるため「－」と
表示されます。

　普通会計、特別会計などの借入金の返済額やこれ
らに準じる額のうち、普通会計で負担する額の大き
さを指標化し、資金繰りの危険度を示すのが『実質
公債費比率』です。

　普通会計の借入金残高だけでなく、将来支払って
いく可能性のある負債などの現時点での残高の程度
を指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを
示すのが『将来負担比率』です。

　公営企業の資金不足を公営企業の事業規模で
ある料金収入の規模と比較して指標化し、経営
状況の深刻度を示すのが『資金不足比率』で
す。
　津山市はいずれの
公営企業会計も資金
の不足額がなく、資
金不足比率が算定さ
れないので「－」と
表示されます。

平成21年度文化功労者

委員長職務代理者
苅田 裕也さん

委員長
八木  惠三子さん
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と
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３
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財政健全化判断比率と資金不足比率の公表

●実質赤字比率 ●連結実質赤字比率

●実質公債費比率 ●将来負担比率

※(　）書きは平成19年度数値【資金不足比率】

※(　）書きは平成19年度数値【健全化判断比率】

　岸本伍郎前教育委員長の任期満了に
伴い９月24日に開催された教育委員会
で、委員長に八木惠三子さんが、委員
長職務代理者に苅田裕也さんが決まり
ました。
 　 

　

任期　平成21年10月１日～平成22年９
月30日

　今年度の文化功労者に目瀬守男
さん（瓜生原）が選ばれました。
　目瀬さんは昭和33年より岡山大
学にて農業経済研究に従事し、そ
の後「地域資源管理学」｢地域計
画」といった新分野を開拓され、
津山市はもとより数多くの市町村
の地域振興計画策定と実践に携わ
り、地域活性化を成功に導かれま
した。
　平成10年からは美作大学学長として郷里の津山市に帰り、
大学院新設を行うなど大学の発展に尽力されました。また、
地域貢献を進めるべく市とともに「美作大学技術交流プラ
ザ」を発足、また学内に「地域生活科学研究所」を新設し、
津山市第４次総合計画策定に大きく寄与されました。
　加えて津山地域合併協議会委員として平成17年の合併に
よる新津山市誕生にも大きく貢献されるなど、多岐にわた
るご活躍をされており、多方面から信望と敬意が寄せられ
ています。

教育委員長と
委員長職務代理者が決まりました

《人権を考える市民のつどい》
とき　12月５日㈯午後１時～３時15分
ところ　グリーンヒルズ津山リージョンセンター
内容

  

 

入場料　無料
※要約筆記・手話通訳あり

目瀬 守男さん

講演
「拉致と核問題と
日朝関係」

辺 真一さん
（コリアリポート編集長）

トーク＆ライブ
「津軽三味線の奏で
る命の響き」

高橋 祐次郎さん
（津軽三味線演奏家）



現 役 並 み 所 得 者
（上位所得者）

一 般 所 得 者

低 所 得 者

計算期間
12カ月
[16カ月]
12カ月
[16カ月]
12カ月
[16カ月]
12カ月
[16カ月]

75歳以上
67万円
[89万円]
56万円
[75万円]
31万円
[41万円]
19万円
[25万円]

70～74歳
67万円
[89万円]
56万円
[75万円]
31万円
[41万円]
19万円
[25万円]

70歳未満
126万円
[168万円]
67万円
[89万円]

34万円
[45万円]

Ⅱ
  ※１

Ⅰ
  ※２

区　　　　分

※１ 世帯全員が市県民税非課税の人
※２ 世帯全員が市県民税非課税の人で、世帯員の各収入から必要経費・基礎控除を差し引いたときに所得が０円になる人（年金収入
　　 のみの場合は、年金収入金額80万円以下の人）

2009.11 89 2009.11

問い合わせ先　国民健康保険について＝保険年金課332-2071、介護保険について＝高齢介護課332-20
　70、後期高齢者医療制度について＝保険年金課332-2073

　初年度については、計算期間の途中から制度が施行されたことから、期間を平成20年４月から平成21年７月
までの16カ月とした場合と平成20年８月～平成21年７月の12カ月にした場合で計算し、償還額の大きい方の金
額が支給されます。
　申請は、介護保険受給者が７月31日時点で加入している医療保険に対して行ってください。
　○国民健康保険加入の人
　　　該当する世帯には、市から申請についての通知文書を送付します。
　○国民健康保険以外の人
　　　介護保険の自己負担額証明書（高齢介護課で発行）を添付して、
　　加入している医療保険へ申請を行います。
　○後期高齢者医療制度加入の人
　　　該当する世帯には、県後期高齢者広域連合から申請についての通
　　知文書が送付されます。申請の受け付けは市で行います。

　※対象期間中に医療保険の異動（社保→国保など）があった世帯員がいる場合は、
　　異動前の医療保険での自己負担額証明書が必要です

　皆さんが医療や介護に支払った金額がそれぞれ自己負担限度額を超えたとき、超えた分の金額が支給される
制度があります（医療保険では「高額療養費｣、介護保険では「高額介護サービス費｣)。
　そしてさらに、医療と介護を受けている世帯の自己負担を軽減する目的で、平成20年４月に「高額医療・高
額介護合算制度」が施行されました。１年間（８月１日から翌年７月31日）に支払った医療保険と介護保険の
自己負担額の合計が限度額を超えた場合に、その超えた金額が申請により後から支給されます。
　医療と介護の自己負担が著しく高額になる場合の負担を軽減し、安心して医療や介護のサービスが利用でき
るようにするための制度です。

11月は
年金月間

「
国
民
年
金
」
っ
て

　
　
　
　

ど
ん
な
制
度
？

　社会保険庁が廃止され、｢日本年金機構」がスタートします。
●現在ある社会保険事務所は、｢年金事務所」と名称が変わりますが、
年金相談などの窓口として引き続き利用できます

●これまで社会保険庁や社会保険事務所の名義で案内していた各種の関
係書類は、今後は厚生労働省または日本年金機構の名義で案内します

●日本年金機構の設立に伴って、皆さんに手続きをしていただくことは
一切ありません

●公的年金制度は国の制度として、その財政や運営に国が引き続き責任
を持つことについて、これまでと変わりません

●自己負担限度額

●支給申請手続き

●高額医療・高額介護合算制度とは

「日本年金機構」が来年１月１日からスタート ！

　

年
金
は
世
代
と
世
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
え
合
い

　

か
つ
て
日
本
で
は
、
祖
父
母
、
父
母
、

子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
暮
ら
し
、
そ
の
中

で
家
族
が
高
齢
者
を
扶
養
す
る
こ
と
が
一

般
的
で
し
た
。
し
か
し
、
核
家
族
化
が
進

み
、
兄
弟
姉
妹
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
現

在
、
老
後
の
生
活
を
自
分
の
子
ど
も
に
頼

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
的
年
金
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
長
い
老
後
の
生
活
を
安
心
で
き

る
も
の
に
す
る
た
め
、
社
会
全
体
で
高
齢

者
の
生
活
を
支
え
て
い
く
仕
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
考
え
方
の
も
と
で
形
成
さ

れ
て
き
た
制
度
で
す
。

　

３
つ
の
年
金
で

　
　
　

あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト
！

老
齢
基
礎
年
金　

保
険
料
を
納
め
た
期
間

（
免
除
・
猶
予
期
間
も
含
む
）
が
原
則

25
年
以
上
あ
る
人
に
65
歳
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す

　

年
額　

79
万
２
１
０
０
円

　
　
　
　
（
40
年
間
納
め
た
場
合
の
満
額
）

障
害
基
礎
年
金　

国
民
年
金
加
入
中
の
病

気
や
け
が
で
一
定
の
障
害
状
態
に
な
っ

た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
（
保
険
料
の

納
付
要
件
あ
り
）

　

年
額　

１
級
＝
99
万
１
０
０
円

　
　
　
　

２
級
＝
79
万
２
１
０
０
円

遺
族
基
礎
年
金　

国
民
年
金
加
入
者
が
亡

く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
生

計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
子
の
あ
る
妻
ま

た
は
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
（
保
険
料
の

納
付
要
件
あ
り
）

　

年
額　

１
０
２
万
円

　
　
　
　
（
子
が
１
人
い
る
妻
の
場
合
）

　
　

歳
に
な
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　

国
民
年
金
！

　

国
民
年
金
の
加
入
者
は
次
の
３
種
類
。

第
１
号
被
保
険
者
＝
自
営
業
、
農
業
・
漁

業
、
学
生
、
無
職
の
人
な
ど
［
自
主
納

付
（
免
除
制
度
あ
り
）］

第
２
号
被
保
険
者
＝
会
社
員
、
公
務
員
な

ど
［
給
料
天
引
き
］

第
３
号
被
保
険
者
＝
第
２
号
被
保
険
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
［
配
偶
者
の

加
入
す
る
制
度
が
負
担
］

　

20
歳
に
な
っ
た
と
き
、退
職
し
た
と
き
、

配
偶
者
の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
第

１
号
被
保
険
者
に
な
る
届
け
出
が
必
要
で

す
。

　

ま
た
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
や
、

20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
海
外
在
住
の
人
も

希
望
に
よ
り
加
入
（
任
意
加
入
）
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
は

　
　
　

月
額
１
万
４
６
６
０
円

☆
便
利
な
口
座
振
替
や
、
保
険
料
が
割
り

引
き
に
な
る
お
得
な
前
納
制
度
も
あ
り

ま
す

☆
将
来
、
よ
り
多
く
の
年
金
を
希
望
す
る

人
は
、
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

☆
所
得
が
少
な
く
納
付
が
難
し
い
場
合
は

保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
を
受
け
た
期
間
に
よ
り
将
来
受
け

取
る
年
金
額
は
少
な
く
な
り
ま
す
が
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
め
る
こ

と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。
免
除
を
受

け
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合

は
、
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を

 　
　
　

確
認
し
て
く
だ
さ
い
！

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
す
べ
て
の
国
民
年

金
、
厚
生
年
金
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
年
金

加
入
記
録
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
誕
生
月
に
送
付

し
て
い
ま
す
。
お
手
元
に
届
い
た
「
ね
ん

き
ん
定
期
便
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
年
金

記
録
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
漏
れ
や
誤

り
が
あ
る
場
合
は
、
年
金
加
入
記
録
回
答

票
に
ご
記
入
の
う
え
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
に
入
れ
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
水
色
の
年
金
加
入
記
録
回
答
票
が
入
っ

て
い
る
人
は
、
必
ず
回
答
が
必
要
な
人

で
す
。「
訂
正

な
し
」
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
旨

を
回
答
し
て
く

だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
3 
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▲つやま夢みのり山芋セット
　(4,000ポイント）

▲つやま夢みのり晩酌
　セット（6,000ポイント）

　10 月３日、阿波小学校と阿波幼稚園
では「収穫祭」と地域の老人クラブと
の「ほのぼの交流」が行われました。
　子どもたちは泥んこになりながら小
さなスコップでサツマイモを掘り上げ
「あった～」と歓声を上げていました。
　ほのぼの交流で行ったわら細工では
「こうしてするんだよ」と、手を取って
もらいながら縄編みなどを教わりまし
た。みんな顔をほころばせ、和やかな
時間が流れました。

　秋の交通安全県民運動の一環「交通
安全祈願タスキリレー｣。
　久米支所を出発点に「津山西の町ジ
ョギングクラブ」主催で９月22日に行
われました。
　久米地域約27キロメートル、23区間
を「ゆっくり走ろう安全運転」｢笑顔の
家庭に事故はない」と書かれた３本の
タスキでつなぎ、秋の久米路を駆け抜
けました。

交
通
安
全
祈
願
タ
ス
キ
リ
レ
ー

久
米
路
を
走
り
抜
け
る

収
穫
祭
・
ほ
の
ぼ
の
交
流

大
き
な
お
い
も
が
あ
っ
た
よ
〜

　10月９日、津山圏域資源循環施設組合議会
臨時会が津山市役所で開催されました。
　議会では、議長に西野修平さん（津山市議
会選出)、副議長に三船勝之さん（美咲町議
会選出）を選出した後、提案された管理者に
よる専決処分の承認や条例、当初予算、監査
委員の選任同意など27議案についての審議が
行われ、すべて原案のとおり可決されました。
　なお、監査委員には有識見者として中尾義
明さん、議会選出として浦矢薫さん（鏡野町
議会選出）が選任されました。
　組合議員は、右記のとおりです。

問い合わせ先　津山圏域資源循環施設組合
　332-7017

議　　長　　　西　野　修　平　　　　津山市議会選出
副 議 長　　　三　船　勝　之　　　　美咲町議会選出
議　　員　　　秋　山　幸　則　　　　津山市議会選出
　 〃 　　　　岡　安　謙　典　　　　　　　〃
　 〃 　　　　北　本　周　作　　　　　　　〃
　 〃 　　　　末　永　弘　之　　　　　　　〃
　 〃 　　　　津　本　辰　己　　　　　　　〃
　 〃 　　　　松　本　義　隆　　　　　　　〃
　 〃 　　　　村　田　隆　男　　　　　　　〃
　 〃 　　　　浦　矢　　　薫　　　　鏡野町議会選出
　 〃 　　　　沖　田　清　明　　　　　　　〃
　 〃 　　　　岡　本　良　市　　　　勝央町議会選出
　 〃 　　　　福　田　　　弘　　　　　　　〃
　 〃 　　　　粟　井　忠　義　　　　奈義町議会選出
　 〃 　　　　小童谷　　　進　　　　　　　〃
　 〃 　　　　日神山　定　茂　　　　美咲町議会選出

（敬称略）

第１ 回 津山圏域資源循環施設組合議会臨時会が開催されました

エコポイント制度とは？
　エコポイント制度とは、国の環境対策・経済対策に
より、省エネ効果の高いグリーン家電（エアコン、冷
蔵庫、地デジテレビの３品目）を購入した場合、商品
の金額や大きさに応じてエコポイントを取得でき、そ
のエコポイントを登録商品などと交換できる制度です。
　エコポイント発行対象期間は平成22年３月31日購入
分まで、交換申請の締め切りは平成22年４月30日まで、
商品との交換は平成24年３月31日までとなっています。
※詳細はエコポイント事務局のホームページ
　http://eco-points.jp/EP/index.htmlをご覧ください

エコポイントの取得から商品などの交換までの流れ
①グリーン家電の購入
②エコポイントの取得（3,000ポイントから最大36,000
ポイント<１ポイント＝１円>）
③エコポイント事務局に商品などの交換を申請
④エコポイント事務局より登録事業所へ注文依頼
⑤登録事業所より登録業者である個店へ納品依頼
⑥それぞれの個店から商品をお手元に発送

　つやま新産業創出機構では、申請時の書類作成など
を代行します。お気軽にご連絡ください。

津山地域の対象商品
　つやま夢みのり商品など、津山地域の地域産
品と交換できます。

※そのほかの商品は、つやま新産業創出機構ホームページ
　http://www.t-shinsan.com/またはつやま夢みのりホーム
　ページ http://www.yumeminori.com/ をご覧ください

例えば…

エコポイント

　津山市学力向上構想懇談会の中間報告（平成 21 年２月）からの提言「学校と家庭が連携した家庭学習の充実」
を受け、市教育委員会では「毎日家庭学習をするつやまっ子を育てる」という目標に向けて、家庭学習推進啓
発リーフレットを作成しました。家庭学
習の基本は、まずは宿題をきちんとする
こと。「宿題するよ、つやまっ子」と呼
び掛けています。
　また、郷土の偉人である箕作阮甫をも
とにしたキャラクター「げんぽくん」が
津山市の学力向上のシンボルとして登
場。リーフレットは箕作阮甫の誕生日９
月７日付で市内各小中学校に配布してお
り、保護者には、各学校で有効な時期・
方法を考え、順次配布していきます。
　家庭学習の取り組みには、ＰＴＡとの
連携、保護者の協力が不可欠です。毎日
きちんと家庭学習ができるつやまっ子を
一緒に育てていきましょう。

家庭学習推進啓発リーフレット　「げんぽくんの家庭学習｣

▲家庭学習推進啓発リーフレット（左：小学校用、右：中学校用）

!

問い合わせ先　つやま新産業創出機構(東庁舎１
　階)324-0740

▲つやま夢みのりひ
　んやりティータイ
　ムセット
　(4,000ポイント）

▲つやま夢みのり地鶏焼きセット
　《地ビール》（6,000ポイント）

▲つやま夢みのり津山肉自
　慢セット(6,000ポイント）

▲つやま夢みのり巧みの実りセ
　ット（4,000ポイント）

問い合わせ先　学校教育課332-2115

みつくりげん  ぽ
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大正のにぎわい、生業を今に…

皆で奏でる芸術の秋
あきらめないで あなたの元気

地域の活動拠点が復旧

スポーツで流すさわやかな汗

な り わ い

れんじゅだい

　晴天に恵まれ、たくさんの人でにぎわった津山・城西まるごと博物館フェ
ア。今回で14回目となりました。
　大正時代に手工業で栄えた城西地域の活気を再現しようと、アート＆クラ
フト展や県内外から集まった手作り職人の作品の展示販売が行われました。

　恒例となった作州民芸館のミルクホールや人力
車、昔遊びコーナーなど大正ロマン感じる催しに、
さらに今年は地場食材を使ったオリジナル弁当の
販売や宮脇町のだんじり・簾珠臺を担ぐなど、さ
まざまなイベントがフェア全体を盛り上げました。

　昨年、火災により焼失した福南公民館が復旧
し、地元の人たちや関係者など約150人が参加
して落成式が行われました。新しくなった公民
館は防火対策に配慮した建物となっています。
　地域の人の生涯学習や地域づくりなど、さま
ざまな活動の場としてご活用ください。

　現在、118団体2,600人を超える人が週１回取り組んでいる「めざせ元気!!
こけないからだ講座｣。介護予防事業の一環として市内全域に広がってい
ます。ここで行う体操は、高齢者の足腰や肩の筋肉をしっかりと鍛えるこ
とで、転倒しにくく活動的に行動できることを目指した運動プログラム。
生活に自信を取り戻して行動を変えていこうというねらいがあります。
　受講者同士の交流を深め、今後の活動への意欲を向上させようと開催された今回の津山大会には、110団体
約700人が参加しました。受講者長寿番付・横綱に選ばれた影山太郎さん（97歳・安井）は「大勢の人の
前で授与式をしてもらって恥ずかしかったですが、とてもうれしく思いました。
みんなの頑張っている様子も見れてとてもよかったです」と、
受賞の喜びを語ってくれました。

津山・城西まるごと博物館フェア 2009
10月４日　城西地域一帯

第38回つやま市民スポーツ祭
10月11日　津山陸上競技場ほか

　９月13日に開幕した2009津山市民総合音
楽祭。11月１日まで計６回のコンサートが
開かれました。
　ロックコンサート、ブラスコンサート、
合唱・室内楽コンサート、日本音楽コンサ
ートと、市内を中心に活動している市民グ
ループが、それぞれ個性あふれるステージ
を繰り広げました。
　このコンサートは、市民音楽祭として昭
和46年から始まり、昭和63年からは津山国
際総合音楽祭が開催されない年に津山市民
総合音楽祭として開催されています。

2009津山市民総合音楽祭
９月13日～11月1日　津山文化センター

第２回めざせ元気!! こけないからだ津山大会
10月15日　津山総合体育館

福南公民館落成式
10月４日　福南公民館

　紅白玉入れに始まり、リレーカーニバル、スプーンレース、
グラウンドゴルフ、ちびっこ相撲秋場所などなど。秋空の下、
大人から子どもまでさまざまなスポーツに親しみ、さわやかな
汗を流しました。
　日頃の頑張りをスポーツ教室紹介などで披露する子どもたち。
日頃の運動不足を反省する大人たち…。それぞれ楽しい
ひとときが過ごせたようです。



  

古
代
ロ
マ
ン
に
夢
を
馳
せ
て

田
渕　

良
二
さ
ん
（
上
田
邑
出
身
）

恐
竜
復
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
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ニュースポーツ「ダ・ビンゴ」

江原  圭祐
津山市体育指導委員　　 

さん（国分寺）

「ダ・ビンゴ」でみんな楽しく元気に！

け
ん
そ
う

し
　

だ

い
と

は

　

最
近
、
衆
楽
園
の
枝
垂
れ
桜
を

目
に
し
た
の
で
す
が
、
数
年
前
と

比
べ
て
ず
っ
と
小
さ
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
何
か
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。（
県
外
・
男
性
）

　

衆
楽
園
の
枝
垂
れ
桜
は
、
山
口

誓
子
が
「
絲
桜 

水
に
も
地
に
も 

枝

を
垂
れ
」
と
枝
模
様
の
す
ば
ら
し

さ
、
満
開
の
桜
が
水
中
に
咲
い
て

い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
美
し
さ

を
詠
ん
だ
衆
楽
園
の
名
所
の
一
つ

で
す
。

　

そ
の
枝
垂
れ
桜
が
一
昨
年
ご
ろ

か
ら
枝
先
や
幹
が
枯
れ
始
め
、
樹

木
が
弱
っ
て
き
ま
し
た
。
詳
し
い

原
因
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
樹
木

医
に
も
相
談
し
、
腐
朽
が
進
行
し

な
い
よ
う
に
枯
れ
枝
を
撤
去
、
幹

の
治
療
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
根
が
衰
弱
し
て
い
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
た
め
、
根
の
活
性
剤

も
施
し
ま
し
た
。
現
在
は
枝
が
短

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
来
年
に
は

枝
が
伸
び
て
く
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
、
池
に
い
た
コ
イ

が
病
気
に
な
り
、
す
べ
て
の
コ
イ

が
処
分
さ
れ
ま
し
た
が
、
10
月
に

ニ
シ
キ
ゴ
イ
35
匹
を
寄
付
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

衆
楽
園
は
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の

雪
化
粧
も
絶
景
。
季
節
ご
と
の
調

和
の
取
れ
た
美
し
さ
は
、
園
外
の

喧
騒
と
は
離
れ
た
幽
玄
な
世
界
を

醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
四

季
折
々
の
洗
練
さ
れ
た
美
し
さ
を

感
じ
に
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

公
園
緑
地
課
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さ
く
な
っ
た

衆
楽
園
の
桜

ど
う
し
た
の
？

小

問い合わせ先　スポーツ課324-0202

　｢こけないからだ講座」の
手伝いに行った時「グラウン
ドゴルフで健康づくりをして
いたのにできなくなった」と
いう高齢者の声を聞きました。

講座は公会堂のような狭い所で行うことが多く、
体操以外には輪投げぐらいしか運動することがで
きません。そこで考案したのが、室内でできるニ
ュースポーツ「ダ・ビンゴ」です。
　グラウンドゴルフのクラブとボールを利用して、
ビンゴに見立てた的にボールを入れ、点数を競う
ゲームです。縦・横・斜めの１列にボールを入れ
るとビンゴとなり、点数は倍になります。的の手
前で止まってしまったボールは自分で的の周囲に
ある溝に入れに行きます。少しでも立ち上がって
歩くことで足腰を鍛えてもらうようにルールを工

夫したところですね。つやま市民スポーツ祭でも、
子どもから高齢者まで約130人の市民に楽しんで
いただきました。
　場所もとらず、少人数でも楽しめるゲームです。
現在、津山総合体育館に３セット用意されており、
今年度中には各支所にも備え付けられる予定です
ので、ご利用ください。
　皆さんから要請があれば、体育指導委員が「ダ
・ビンゴ」を始めとするニュースポーツやさまざ
まなレクリエーションの指導に出掛けます。ぜひ、
気軽に申し込んでください。

粘
土
で
作
る
こ
と
が
多
い
と
思
う
の

で
す
が
、
な
ぜ
木
で
制
作
を
？

　

手
元
に
粘
土
が
な
く
、
た
ま
た
ま

木
材
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

　

木
で
制
作
す
る
う
ち
に
、
温
か
み

や
質
感
な
ど
の
優
れ
た
性
質
や
保
存

性
、
加
工
性
、
強
度
な
ど
、
木
の
素

材
と
し
て
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識

し
ま
し
た
。
か
な
り
細
い
部
材
で
も
、

木
目
さ
え
一
致
す
れ
ば
か
な
り
の
強

度
に
な
り
ま
す
が
、
粘
土
で
は
そ
う

は
い
き
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
木
を

試
し
ま
し
た
が
、
今
は
専
ら
ト
チ
ノ

キ
を
使
っ
て
い
ま
す
。
木
目
が
密
で

木
肌
も
色
合
い
も
美
し
く
、
粘
り
も

あ
っ
て
最
高
で
す
。

何
を
参
考
に
制
作
す
る
の
で
す
か
？

　

図
鑑
を
見
る
と
恐
竜
の
化
石
な
ど

と
と
も
に
、
生
き
て
い
た
時
の
姿
が

復
元
さ
れ
た
絵
が
載
っ
て
い
る
よ
う

に
、
全
身
の
骨
の
50
％
程
度
が
発
見

さ
れ
た
だ
け
で
恐
竜
の
姿
を
描
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
生
き
て

い
た
時
の
恐
竜
の
姿
、
骨
格
を
で
き

る
だ
け
忠
実
に
再
現
し
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
の
で
、
制
作
に
あ
た
っ
て

恐
竜
の
骨
格
を
木
で
再
現
す
る
恐
竜

復
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
博
物
館
並
み

に
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
作
品
を
制

作
す
る
田
渕
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

な
ぜ
恐
竜
模
型
を
制
作
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
か
？

　

10
年
以
上
前
の
こ
と
で
す
が
、
偶

然
扱
っ
て
い
た
木
片
の
中
に
恐
竜
の

頭
骨
が
浮
か
ん
だ
よ
う
な
気
が
し
た

ん
で
す
。
そ
れ
を
彫
り
起
こ
し
た
の

が
始
ま
り
で
す
。

　

恐
竜
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

魅
力
あ
る
形
を
し
て
い
る
の
で
、
一

つ
作
る
と
ほ
か
の
種
類
も
作
り
た
く

な
り
ま
す
ね
。

示
。
そ
こ
に
は
現
在
も
作
品
が
１
つ

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
阪
府
で
発
見

さ
れ
た
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
を
１
／
４
ス

ケ
ー
ル
で
制
作
し
、
三
重
県
の
上
野

歴
史
民
俗
資
料
館
に
展
示
中
で
す
。

今
後
の
夢
は
？

　

現
在
ま
で
、
全
身
骨
格
と
頭
骨
の

み
の
も
の
を
合
わ
せ
て
、
約
30
種
・

約
１
０
０
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

作
品
の
完
成
ま
で
半
年
く
ら
い
か

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

何
体
作
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

少
し
ず
つ
で
も
い
ろ
い
ろ
な
恐
竜
を

復
元
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
し

て
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
恐
竜
に

興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
を
作
れ
る
と

う
れ
し
い
で
す
ね
。

16
年
ほ
ど
海
外
で
教
員
生
活
を
送
っ

た
後
、
津
山
で
小
学
校
講
師
を
勤
め
、

現
在
は
大
阪
で
勤
務
。
子
ど
も
た
ち

か
ら
「
タ
ブ
リ
ン
」
と
親
し
ま
れ
る

田
渕
さ
ん
は
、
津
山
で
パ
レ
オ
パ
ラ

ド
キ
シ
ア
（
１
３
０
０
万
年
前
に
絶

滅
し
た
哺ほ

乳
類
）
に
続
く
古
生
物
学

上
の
発
見
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

は
、
と
に
か
く
資
料
を
調
べ
ま
す
。

　

今
は
便
利
な
時
代
で
、
欲
し
い
学

術
論
文
も
結
構
手
に
入
り
ま
す
。
ま

ず
は
そ
れ
ら
を
学
習
。
同
時
に
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

資
料
を
調
べ
、
骨
格
が
欠
け
て
い
る

部
分
が
あ
れ
ば
近
縁
の
種
類
の
恐
竜

か
ら
類
推
し
ま
す
。
そ
し
て
図
面
を

描
き
ま
す
。
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

見
た
だ
け
で
は
気
付
か
な
い
細
部
を

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

ど
う
や
っ
て
制
作
す
る
の
で
す
か
？

　

木
目
を
考
え
て
木
に
図
面
を
取
り
、

糸
鋸の

こ

機
械
で
く
り
抜
き
、
荒
削
り
、

ル
ー
タ
ー
と
い
う
回
転
器
具
で
少
し

ず
つ
削
っ
て
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

大
変
な
の
は
頭
の
内
部
構
造
。
場

合
に
よ
っ
て
は
頭
骨
を
縫
合
線
で
分

解
し
て
、
内
部
を
構
築
し
て
か
ら
組

み
立
て
ま
す
。
骨
を
１
個
ず
つ
つ
な

ぎ
合
わ
せ
る
の
で
、
多
い
も
の
で
は

３
０
０
～
４
０
０
も
の
パ
ー
ツ
に
な

り
ま
す
。
完
成
時
の
姿
勢
は
普
通
の

立
ち
姿
で
表
現
し
ま
す
。
も
っ
と
骨

格
筋
の
勉
強
を
し
て
、
躍
動
的
な
姿

勢
が
と
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

ど
こ
で
見
ら
れ
ま
す
か
？

　

作
品
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公

開
し
て
い
る
の
で
、
制
作
方
法
の
問

い
合
わ
せ
が
世
界
各
国
か
ら
あ
り
ま

す
。
津
山
に
い
た
時
に
は
市
立
図
書

館
で
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
は
大
阪
の
阪
急
百
貨
店
、
今
年

は
愛
知
県
の
生
命
の
海
科
学
館
で
展

▲スピノサウルスとティラノサ
　ウルス



応募方法

問

締め切り

当選者

　

　　　　
①答え②記事の感想や市政へのご意見③
正解者の中から抽選で５人に当たるⒶ～Ⓒ
の記念品の中から１つを書いてください。

　
　

　

イベント☆募集☆お知らせ

（鉛筆は不可）

あて先は見本
のとおりに書
くだけでＯＫ

●必ずはがきで応募●イラスト応募者は必ず学年（年
齢）を記入●ペンネーム可●採用された人には記念品
を贈呈します●希望者には作品を返却します

マスク
（応募43人、正解43人）

真木美和子さん、前原孝子さん、
大林けい子さん、松本美穂さん、
村下美津江さん

12月10日（木）当日消印有効
当選者は１月号で発表

９月号の正解

市役所へのお便りは…

　

必
ず
氏
名
と
フ
リ
ガ
ナ
、
住
所
、
電
話
番
号

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
応
募
い
た
だ
い
た
お
便

り
は
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

2009.11 1617 2009.11

平成23年(2011)７月24日までに
移行するのは○上○○タル放送
○に入る３文字は？ 

み  

こ
し

▼

金
本
　

容
古
（
上
河
原
）

▼

竹
村
　

さ
お
り
（
上
河
原
）

▼

脇
原
　

は
る
き

（
小
学
２
年
・
日
上
）

▼

脇
原
　

ゆ
う
や

（
小
学
３
年
・
日
上
）

（敬称略）

記念品　Ⓐ図書カード　Ⓑグラスハウス無料
　入場券　Ⓒあば温泉無料入場券(２枚）

▲河本　逸聖
　（小学２年・福田）

▲北原　まつ代（沼） ▲北原　信子（紫保井）

▼

青
草　

か
り
ん

（
５
歳
・
東
一
宮
）

※
お
わ
び
と
訂
正

　

10
月
号
に
掲
載
し
た
「
津
山
ま
つ
り
」
に
つ
い
て
、
徳
守
神
社
・
大
隅
神

　

社
神
輿
を
「
県
有
形
文
化
財
」
と
表
記
し
ま
し
た
が
「
市
有
形
文
化
財
」

　

の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す

17 2009.11



19 2009.11 2009.11 18



21 2009.11 2009.11 20



　　　　　

今月のポイント

A

Q

2009.11 2223 2009.11

　｢活きのいいカニが入荷したんですよ！ カニはお
好きですか？」業者から突然の電話。｢はい、好き
ですが…」そう答えただけなのに「毎度ありがとう
ございます。早速送らせていただきます」という返
事。申し込んだ覚えもないのに、このままカニが送
られてきたら、どうすればいいのでしょうか？

　これは、ネガティブオプション（送り付け商法）と
いう悪質商法の一つです。契約の成立には業者と消
費者との間で売買の意思の一致がなくてはなりませ
ん。この場合は消費者が契約の意思表示をしていな
いので、契約が成立しているとはいえません。従って、
一方的に送付された商品の購入義務はありません。
　では、具体的にそのようなことが起こったらどう
すればよいのでしょう。
　まず、消費者に契約の意思がないのに勝手に送り
付けられてきた場合は受け取りを拒否してください。

もし、受け取ってしまった場合は業者
に引き取りに来るよう請求し、請求した日から７
日間（引き取り請求をしていない場合は最大14日
間）保管しましょう。その後は勝手に処理しても
よいことになっています。返送する場合には、送
料は業者負担となります(着払いで対応)。業者か
ら送料を請求されても負担する必要はありません。
　ただし、代引きなどで「家族の誰かが注文した
のだろう」とうっかり支払った場合は、カニなど
の生鮮食料品はクーリング・オフの
対象外なので無条件解約できません。
しかし、契約までのいきさつに錯誤
や不実告知などがあれば、支払った
お金を取り戻せる可能性はあります。
あきらめないでご相談ください。

　

　

通 信

問
い
合
わ
せ
先
　

田
邑
幼
稚
園
3 

28‐

０
６
４
７

困ったときの相談先　市民相談室332‐2057
土・日曜日は、県消費生活センター3086‐226‐0999

育育食食

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
事
業
所
3 

22‐

８
２
５
５

　喫煙はがんや心臓病、呼吸器疾患などの危険性を高めるほか、
ニコチンによる依存症があることはよく知られています。こう

した影響は、若年から喫煙すればするほど影響を受けやすく、いった
んニコチン依存症に陥ってから禁煙しようと努力しても、それは容易
なことではありません。まず、吸わせないための教育が大切です。
　青少年が喫煙を始めるきっかけになったり、喫煙に興味を持つのは、
友人や家族など周りの人間やマスメディアの影響が大きいといわれて
います。家庭において、喫煙をさせないように努めるとともに、喫煙
の誘惑にうまく対処する方法や、喫煙することによ
って生じる害について教えてあげてください。一方
的に教え込むのではなく、家族で喫煙について話し
合ってみてはどうでしょうか。｢自分は喫煙しない｣
という意志を持つことが大切なのです。
　学校でも喫煙に関する健康教育が行われています
が、家庭や地域においても喫煙しにくい環境づくり
に努めていただくようお願いします。

－｢喫煙しない」意識付け－

津山市青少年育成センター

楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
ね
。
お
い
し
く
で
き

た
か
な
？

　

今
年
６
月
に
１
件
、
さ
ら
に
９
月
に
は
２
件
も
ゴ
ミ
収
集

車
の
火
災
事
故
が
起
き
ま
し
た
。
昨
年
度
も
同
様
の
事
故
が

４
件
も
起
き
て
い
ま
す
。

　

原
因
は
、
ス
プ
レ
ー
缶
に
残
っ
て
い
た
ガ
ス
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
ご
み
収
集
の
作
業
員
が
け
が
を
す
る
恐
れ
も
あ
り
、

大
変
危
険
で
す
。
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
だ
け
で
な
く
、
殺
虫
剤
、

ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
、
ガ
ラ
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
な
ど
も
可
燃
性
ガ
ス

が
入
っ
て
い
る
の
で
危
険
で
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
は
、使
い
切
っ
て
、屋
外
で
穴
を
開
け
て
か
ら
、

資
源
物
の
「
缶
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い

（
勝
北
地
域
の
人
は
「
小
型
不
燃
ご
み
」
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
）。

　

ま
た
、
次
の
場
所
で
も
引
き
取
り
ま
す
。

・
ウ
エ
ス
ト
ラ
ン
ド

・
ジ
ャ
ス
コ
津
山
店

・
ニ
シ
ナ
小
原
店

・
市
役
所
駐
車
場
南
側

・
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
津
山
「
く
る
く
る
」

・
青
空
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
午
前
９
時
〜
正
午
）

　
　

ハ
ピ
ー
マ
ー
ト
東
一
宮
店
駐
車
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
毎
月
第
１
・
３
日
曜
日
）

　
　

カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
津
山
店
駐
車
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
毎
月
第
２
土
曜
日
）

　
　

ウ
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
駐
車
場
（
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日
）

Vol.23
毎
月
19
日
は
食
育
の
日

ス
プ
レ
ー
缶
に
は

　
　
　

必
ず
穴
を
開
け
て
！

幼稚園での食育活動　青少年の喫煙を防止するためにはどうしたらいいですか？ 　

幼
稚
園
で
は
、
保
護
者
や
地
域
の
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
食
育

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

田
邑
幼
稚
園
で
は
、
家
庭
で
作
っ
た
お
弁
当
を
友
だ
ち
や
先
生
と
一
緒

に
楽
し
く
食
べ
て
い
ま
す
が
「
給
食
の
よ
う
に
み
ん
な
と
同
じ
も
の
を
食

べ
る
経
験
も
さ
せ
た
い
」
と
い
う
保
護
者
の
希
望
か
ら
、
学
期
に
１
回
、

19
日
の
食
育
の
日
に
合
わ
せ
「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
チ
」
を
始
め
ま
し
た
。

　

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
チ
で
は
、保
護
者
が
調
理
し
、み
ん
な
で
会
食
を
し
ま
す
。

園
内
の
ハ
ッ
ピ
ー
農
園
で
子
ど
も
た
ち
が
栽
培
し
た
旬
の
野
菜
が
取
れ
た

と
き
に
は
、
調
理
に
使
用
し
、
野
菜
を
育
て
る
楽
し
さ
、
食
べ
る
楽
し
さ

を
親
子
で
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

田
邑
幼
稚
園
主
催
で
行
っ
た
幼
児
や
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
子
ど
も

料
理
教
室
」
で
は
、
美
作
大
学
栄
養
学
科
生
に
指
導
し
て
も
ら
い
な
が
ら

「
自
分
た
ち
で
料
理
し
よ
う
」
と
す
る
意
欲
が
見
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
と
て
も
良
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
愛
育
委
員
・
栄
養
委
員
主
催
の
行
事
に
も
招
待
さ
れ
、

地
区
の
保
育
園
や
親
子
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
も
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

次
世
代
を
担
う
田
邑
っ
子
の
健
康
は
、
家
庭
の
み
で
な
く
、
地
域
の
力
・

知
恵
を
借
り
て
守
り
育
て
る
も
の
で
あ
る
と
信
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
食
育

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
に
は

穴
を
開
け
ん
と

　
　

い
か
ん
ぞ
！

▲子ども料理教室

▲ハッピーランチ



こ
ど
も
の
本

お
と
な
の
本

郷
土
の
本

3
2
4
 - 
2
9
1
9

※
す
べ
て
無
料
で
す

中
央
児
童
館
・
ワ
イ
ワ
イ
児
童
館

　
７
日
㈪
、
14
日
㈪
、
20
日
㈰
、
24
日
㈭
、
27
日
㈰
～
１
月
４
日
㈪

ぐ
り
む
児
童
館

　
７
日
㈪
、
14
日
㈪
、
21
日
㈪
、
23
日
㈷
、
27
日
㈰
～
１
月
４
日
㈪

※
阿
波
児
童
館
の
開
館
は
、
月
・
金
曜
日
の
午
後
１
時
～
５
時
、
水
曜
日

　
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
た
だ
し
、
19
日
午
後
１
時
～
４
時
は
開

　
館
、
28
日
㈪
～
１
月
４
日
㈪
は
休
館
）

（
阿
波
）

休　 館　 日

日
曜

え
ほ
ん
の
じ
か
ん
27
日
㈰

15：
30
～
16：
00

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

大
き
い
子
の

お
は
な
し
の
時
間

｢お
っ
は
な
し
会
」
に
よ
る
少
し
長
い
話
の
絵
本
や
物
語
な
ど

の
読
み
聞
か
せ

12
日
㈯

15：
00
～
15：
30

フ
ァミ
リ
ー
シ
ア
タ
ー

｢冬
休
み
映
画
会
｣
23
日
㈷

10：
30
～

ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
②

え
ほ
ん
の
じ
か
ん
毎
週
水
曜
日

15：
30
～
16：
00

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
簡
単
な
折
り
紙

お
は
な
し
会
17
日
㈭

11：
00
～
11：
30

｢あ
い
あ
い
ス
マ
イ
ル
」
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手

遊
び
な
ど

木
曜
ビ
デ
オ
館
毎
週
木
曜
日

14：
30
～

３
日
＝
｢ブ
ル
ー
・
ア
イ
ラ
ン
ド
氏
の
オ
ペ
ラ
小
史
｣、
10
日

＝
｢美
の
巨
人
５
｣、
17
日
＝
｢誰
で
も
で
き
る
簡
単
マ
ジ
ッ

ク
　
基
本
編
｣、
24
日
＝
｢N
O
EL
 
ノ
エ
ル
｣、
31
日
＝
｢美

の
巨
人
10
｣

小
さ
な
子
ど
も
の

え
ほ
ん
の
じ
か
ん

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

毎
週
水
曜
日

10：
30
～
11：
00

人
形

劇
12
日
㈯

14：
30
～
15：
10

｢く
れ
よ
ん
」
に
よ
る
人
形
劇
、
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
の
演
奏
、

影
絵
ク
イ
ズ
、
手
遊
び
な
ど

休
館
日
：
な
し

☆
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
に
は
負
け
な
い
／
ピ
ー
ト
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
作
／
文
研
出
版
 
 

☆
あ
の
路
／
伊
勢
英
子
絵
／
平
凡
社
  

☆
星
の
子
モ
ー
シ
ャ
／
ク
ア
ト
ー
ン
・
カ
ヤ
ン
作
／
新
樹
社

☆
人
間
の
運
命
／
五
木
寛
之
著
／
東
京
書
籍
 
 

☆
引
き
出
し
の
中
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
／
新
堂
冬
樹
著
／
河
出
書
房
新
社
 

 
☆
い
ち
ば
ん
受
け
た
い
授
業
／
朝
日
新
聞
夕
刊
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
編
集
グ
ル
ー
プ
編
／
朝
日
新
聞
社

☆
絵
図
で
歩
く
岡
山
城
下
町
／
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
編
／
吉
備
人
出
版
 
 

☆
岡
山
県
の
歴
史
散
歩
／
岡
山
県
の
歴
史
散
歩
編
集
委
員
会
編
／
山
川
出
版
社

3
4
2
 - 
7
0
3
2

3
3
6
 - 
8
6
2
2

3
5
7
 - 
3
4
4
4

新
し
く
は
い
っ
た
本

●
市
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
調
査
・
問
い

　
合
わ
せ
）
が
で
き
ま
す
　
ht
tp
:/
/t
su
ya
m
al
ib
.t
vt
.n
e.
jp
/

か
わ
い
い

「
箸
置
き
」
作
り
25
日
㈮
午
後
２
時
～
３
時
　
内
容
：
布
と
紙
バ

ン
ド
を
使
っ
た
箸
置
き
作
り

21
日
㈪

9:
00
～
16
: 0
0

ク
リ
ス
マ
ス

お
た
の
し
み
会
20
日
㈰
 1
4：
00
～
15：
00

｢た
ん
ぽ
ぽ
の
家
」
に
よ
る
人
形
劇
「
よ
く
ば
り
お
う

さ
ま
｣、
楽
器
の
演
奏
ほ
か

１
歳
児
あ
つ
ま
れ
♪
11
日
㈮
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
　
内
容
：

親
子
遊
び
　
対
象
：
１
歳
児
と
保
護
者

12
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
  
内
容
：
人
形
劇

や
歌
、ゲ
ー
ム
　対
象
：
幼
児
・
小
学
生
　定
員
：
50
人

参
加
費
：
10
0円
　
受
付
：
11
月
28
日
㈯
午
前
10
時
～

ク
リ
ス
マ
ス
会

や
も
り
ん
・
か
な

ぶ
ん
の
ク
リ
ス
マ

ス
 V
ol
．２

20
日
㈰
 1
0：
00
～
12：
00

ク
リ
ス
マ
ス
向
け
の
お
話
の
朗
読
と
そ
れ
に
合
わ
せ

た
電
子
ピ
ア
ノ
の
即
興
演
奏
　
演
奏
：
朝
田
恵
利
さ

ん
　
語
り
：
金
森
千
裕
さ
ん

い
っ
し
ょ
に
あ
そ

ぼ
！
0
.1
.２
.３

「
て
く
て
く
」
16
日
㈬
 1
0：
30
～
11：
30

｢た
ん
ぽ
ぽ
の
家
」
に
よ
る
手
遊
び
、
折
り
紙
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
　
対
象
：
０
～
３
歳
児
と
保
護
者

３
日
㈭
、
15
日
㈫
 午
後
１
時
15
分
～
１
時
45
分

絵
本
タ
イ
ム

25
日
㈮
、
26
日
㈯
 午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
45
分

児
童
館ぴ
かぴ
か大
作
戦

親
子
で
遊
ぼ
う
４
日
㈮
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
　
対
象
：

１
～
３
歳
児
と
保
護
者

た
ん
ぽ
ぽ
ル
ー
ム
９
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
１
時
　
内
容
：
ク
リ

ス
マ
ス
会
　
対
象
：
乳
幼
児
と
保
護
者
、
妊
婦

参
加
費
：
20
0円
　
締
め
切
り
：
12
月
３
日
㈭

４
日

（
金
）

１
日

（
火
）

２
日

（
水
）

３
日

（
木
）

10
日

（
木
）

11
日

（
金
）

14
日

（
月
）

７
日

（
月
）

８
日

（
火
）

９
日

（
水
）

お
は
な
し
タ
イ
ム
10
日
㈭
 1
1：
00
～
11：
30

長
め
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

６
日
㈰
 1
4：
00
～
15：
30

ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り（
大
人
向
け
、
申
込
要
・
先
着
順
）

ミニ
クリ
スマ
スツ
リー
作り
13
日
㈰
 1
0：
30
～
11：
30

楽
器
の
演
奏
や
歌
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

ク
リ
ス
マ
ス
会
27
日
㈰
 1
0：
30
～
11：
00

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
簡
単
な
工
作

お
は
な
し
会

３
館
の
休
館
日
：
７
日
㈪
、
14
日
㈪
、
21
日
㈪
、
24
日
㈭
、
28
日
㈪
、
29
日
㈫
、
30
日
㈬
、

　
31
日
㈭
～
１
月
４
日
㈪

12
日
㈯
午
後
２
時
～
３
時
　
対
象
：
小
学
生
以
下

定
員
：
50
人
　
参
加
費
：
10
0円
　
受
付
：
11
月

28
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～
（
電
話
で
申
し
込
む
)

ク
リ
ス
マ
ス
会

21
日
㈪
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
　
対
象
：

乳
幼
児
(３
歳
未
満
）
と
保
護
者

親
子
で
遊
ぼ
う

ク
リ
ス
マ
ス
会
13
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
４
時
　
参
加
費
：
25
0

円
　
締
め
切
り
：
12
月
８
日
㈫

お
正
月
用

お
飾
り
作
り
26
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時
　
材
料
代
：
大
30
0

円
、
小
15
0円
　
締
め
切
り
：
12
月
20
日
㈰

16
日
㈬
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
  
対
象
：
乳
児

(１
歳
未
満
）と
保
護
者
　
定
員
：
15
組
　
参
加
費
：

10
0円
　
受
付
：1
2月
２
日
㈬
午
前
10
時
～
(先
着
順
)

赤
ち
ゃ
ん
あ
そ
ぼ！

ク
リ
ス
マ
ス
会
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
　
参
加
費

：
20
0円
　
持
っ
て
く
る
も
の
：
皿
、
コ
ッ
プ
　

締
め
切
り
：
12
月
11
日
㈮

離
乳
食
教
室

内
　
容
　
調
理
実
習
、
試
食
、
説
明
、
個
人
相
談

対
　
象
　
７
～
11
カ
月
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
　
員
　
10
人
（
予
約
要
）

持
っ
て
く
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
筆

　
　
　
　
記
用
具
、
母
子
手
帳
、
お
ん
ぶ
ひ
も
な

　
　
　
　
ど

22
日
㈫

10
: 0
0～
12
: 0
0

と
　
　
こ
　
　
ろ

津
山
す
こ
や
か
・
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー

と
　
　
き

「
愛
の
献
血
」
に
ご
協
力
を

☆
献
血
会
場
で
は
、
栄
養
士
に
よ
る
食
生
活
相
談

　
や
体
脂
肪
、
腹
囲
の
測
定
を
行
い
ま
す

　
(1
0: 0
0～
11
: 30
, 1
3: 0
0～
15
: 00
）

25
日
㈮

10
: 0
0～
11
: 3
0

12
: 3
0～
15
: 3
0

と
　
　
こ
　
　
ろ

市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

と
　
　
き

骨
密
度
測
定

対
　
象
　
市
内
に
在
住
の
20
～
80
歳
の
人
（
予
約

　
　
　
　
要
）

と
　
　
こ
　
　
ろ

津
山
す
こ
や
か
・
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー

と
　
　
き

10
日
㈭
午
後
３
時
～
３
時
30
分
　
内
容
：
絵
本
や

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、 
紙
芝
居
、 
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

お
話
タ
イ
ム

元
気
な
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に

日
受
付
時
間

健
　
　
診

と
こ
ろ
　
津
山
す
こ
や
か
・
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

☆
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
ま
す

乳
児
健
診

１
歳
6カ
月
児
健
診

３
歳
児
健
診

８
日
㈫
、
９
日
㈬
、

11
日
㈮

１
日
㈫
、
２
日
㈬
、

４
日
㈮

15
日
㈫
、
16
日
㈬
、

18
日
㈮

13
: 0
0

～
14
: 0
0

20
日
㈰

9:
30
～
10
: 3
0

と
　
　
こ
　
　
ろ

津
山
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー（
沼
）

と
　
　
き

内
　
容
　
歯
科
医
師
に
よ
る
家
庭
で
実
践
で
き
る

　
　
　
　
む
し
歯
予
防
の
話

対
　
象
　
未
就
学
児
を
持
つ
保
護
者

定
　
員
　
20
人

問
い
合
わ
せ
先
　
津
山
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
3
22
‐
40
21

母
親
歯
科
教
室

成
名
小
学
校
10
: 1
5 ～
11
: 0
0  
⇒
 清
泉
小
学
校
13
: 0
0 ～
13
: 4
0  
⇒
 大
崎
小
学
校

14
: 4
0～
16
: 0
0

佐
良
山
小
学
校
10
: 0
0 ～
10
: 4
0  
⇒
 津
山
口
駅
前
11
: 0
0 ～
11
: 4
0  
⇒
 一
宮
小
学
校

12
: 4
0 ～
13
: 4
0  
⇒
 林
田
小
学
校
14
: 3
0 ～
16
: 0
0

高
倉
小
学
校
10
: 1
5～
10
: 4
5 
⇒
 市
役
所
本
庁
舎
12
: 0
0～
12
: 4
0 
⇒
 向
陽
小
学
校

13
: 0
0 ～
13
: 4
0  
⇒
 小
原
会
館
14
: 1
0 ～
14
: 5
0  
⇒
 院
庄
公
民
館
15
: 3
0 ～
16
: 3
0

勝
加
茂
小
学
校
10
: 1
5 ～
11
: 0
0  
⇒
 新
野
小
学
校
13
: 0
0 ～
13
: 3
0

秀
実
小
学
校
10
: 1
5 ～
11
: 0
0  
⇒
 中
正
小
学
校
13
: 0
0 ～
13
: 3
0

鶴
山
小
学
校
13
: 0
0 ～
14
: 0
0  
⇒
 塩
手
荘
15
: 0
0 ～
15
: 3
0

喬
松
小
学
校
10
: 1
5～
10
: 4
5 
⇒
 道
の
駅
「
久
米
の
里
」
11
: 1
5～
12
: 0
0 
⇒
 誠
道
小

学
校
13
: 0
0 ～
13
: 4
0  
⇒
 田
邑
公
民
館
15
: 0
0 ～
16
: 0
0

と
き
わ
園
10
: 0
0～
10
: 3
0 
⇒
 高
野
公
民
館
11
: 0
0～
11
: 4
0 
⇒
 広
野
小
学
校
13
: 0
0

～
13
: 4
0  
⇒
 広
戸
小
学
校
14
: 4
0 ～
16
: 0
0

阿
波
小
学
校
10
: 2
5 ～
11
: 0
0  
⇒
 旧
Ｊ
Ａ
上
加
茂
11
: 2
0 ～
11
: 5
0  
⇒
 加
茂
小
学
校

13
: 0
0 ～
13
: 4
0  
⇒
 め
ぐ
み
荘
14
: 0
0 ～
15
: 0
0

北
小
学
校
10
: 0
0 ～
10
: 4
0  
⇒
 総
社
東
第
二
遊
園
地
11
: 1
0 ～
11
: 5
0  
⇒
 高
田
小
学
校

13
: 0
0 ～
13
: 3
0  
⇒
 河
辺
小
学
校
14
: 3
5 ～
16
: 0
0

は
し



11
月

12
月

▽
15日
㈰
　
第
１
回
M
usic Festival in 久

米
  発
表
の
部
（
久
米
体
育
館
,13 :00～

）
／
フ
ァ
ミ

　
　
　
　
　
・
サ
ポ
「
地
域
の
子
育
て
お
う
え
ん
教
室
」
３
期
（
さ
ん
・
さ
ん
,13 :30～

15 :15）
／
立

　
　
　
　
　
石
憲
利
お
じ
さ
ん
の
語
り
 岡
山
の
民
話
（
市
立
図
書
館
,13 :30～

15 :00）
▽
19日
㈭
　
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
「
本
の
修
理
｣（
市
立
図
書
館
,14 :00～

）
▽
21日
㈯
　
中
国
古
典
文
学
入
門
講
座
第
４
回
「
易
経
｣（
市
立
図
書
館
,13 :30～

15 :15）
／
療
育
研

　
　
　
　
　
修
会
（
津
山
市
総
合
福
祉
会
館
,13 :30～

16 :00）
▽
28日
㈯
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
青
少
年
商
品
棚
デ
ザ
イ
ン
作
品
展
示
（
中
心
商
店
街
,12月

20日
ま
で
)

毎
週
火
・
木
曜
日
鶴
山
塾
特
別
相
談
（
鶴
山
塾
,13 :30～

16 :30）
毎
週
水
曜
日
　
女
性
の
悩
み
ご
と
相
談
（
さ
ん
・
さ
ん
,10 :00～

16 :00）

行
政
相
談
（
加
茂
支
所
,10 :00～

15 :00）
／
年
末
調
整
説
明
会
（
リ
ー
ジ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
,14 :00～

16 :00）
／
つ
や
ま
っ
子
・
未
来
債
募
集
開
始
(津
山
信
用

金
庫
本
店
・
市
内
各
支
店
）

年
末
調
整
説
明
会
（
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
,10 :00～

12 :00）
／
人
権
・
行
政
・

民
生
合
同
相
談
（
勝
北
老
人
憩
い
の
家
,10：00～

15：00）
／
身
体
障
害
者
巡
回

更
生
相
談
（
神
南
備
園
,11 :00～

12 :30）
　
　
  　
　
　
　
　
 　
　
　
　
　
　
▽

行
政
相
談
（
津
山
市
総
合
福
祉
会
館
,10：00～

15：00）
／
人
権
・
行
政
相
談
（
久

米
公
民
館
,10：00～

15：00）
／
再
就
職
準
備
講
座
（
さ
ん
・
さ
ん
,10：00～

15：30)
／
鶴
山
塾
特
別
相
談
（
鶴
山
塾
,14：00～

16：00）

消
費
生
活
パ
ネ
ル
展
（
イ
オ
ン
津
山
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
,17日

ま
で
)

懐
か
し
の
鉄
道
展
示
室
と
旧
津
山
扇
形
機
関
車
庫
（
津
山
駅
,10：00～

,15日
ま

で
）

加
茂
の
朝
市
（
加
茂
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
,8：00～

）
／
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
津
山
総
合
体
育
館
,10：00～

12：00,13 :30～
16 :00）

／
津
山
市

食
育
フ
ェ
ア
（
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
,11 :00～

15 :00）
　
　
  　
　
　
　
　
　
▽

｢三
枝
成
彰
氏
・
・
文
化
経
済
を
語
る
」
講
演
会
（
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津
山
,14 :00～

16 :00）
／
第
１
回
M
usic Festival in 久

米
 バ
ン
ド
の
部
（
久
米
体
育
館
,

18 :00～
)

女
性
と
子
ど
も
の
法
律
相
談
（
津
山
す
こ
や
か
・
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
,13：30～

16：40）

人
権
・
行
政
相
談
（
阿
波
公
民
館
,10：00～

15：00）

人
権
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ネ
ル
展
（
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
,10日

ま
で
）
／
ミ
ニ
ミ
ニ

地
産
地
消
サ
ミ
ッ
ト
（
勝
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
,9：30～

14：00）
／
鶴
山
塾
特

別
相
談
（
鶴
山
塾
,13：30～

15：30）

人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
（
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
,13 :00～

15 :15）

第
９
回
ふ
れ
あ
い
作
品
展
（
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
,8：30～

17：15,９
日
ま
で
）

第
17回

自
然
薯
ま
つ
り
（
道
の
駅
「
久
米
の
里
｣,9：30～

14：00）
／
エ
ア
ロ
マ

ラ
ソ
ン
（
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
,10：30～

13：00）
／
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
講
演
会
（
市
立
図
書
館
,13：30～

15：00）
　
　
　　
 　
　
　
　
　
　
　
▽

▽
６
日
㈰
　
第
27回
津
山
第
九
演
奏
会
（
津
山
文
化
セ
ン
タ
ー
,14：00～

）

人
権
週
間
特
設
人
権
相
談
（
さ
ん
・
さ
ん
,10：00～

15：00）

女
性
と
子
ど
も
の
法
律
相
談
（
津
山
す
こ
や
か
・
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
,13：30～

16：40）

女
性
と
子
ど
も
の
な
や
み
ご
と
相
談
所
（
さ
ん
・
さ
ん
,10：00～

15：00）

住
宅
相
談
（
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
,9 :00～

16 :00）
／
第
19回

津
山
市
写
真
展

｢み
ま
さ
か
の
現
在
P
art６

｣（
文
化
展
示
ホ
ー
ル
,10 :00～

18 :00,30日
15 :00ま

で
)／
女
性
と
子
ど
も
の
な
や
み
ご
と
相
談
所
（
さ
ん
・
さ
ん
,10 :00～

15 :00）

鶴
山
塾
特
別
相
談
（
鶴
山
塾
,10 :00～

12 :00）

第
４
回
作
州
津
山
ふ
る
さ
と
交
流
物
産
展
（
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
,10 :00～

15 :00,
23日

ま
で
）
／
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
(津
山
編
)（
勝
北
文
化
セ

ン
タ
ー
,14 :30～

）

勤
労
感
謝
の
日

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
津
山
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
体
育
館
,9 :00～

17 :00）
／
女
性
の
悩
み
ご
と
相
談
（
さ
ん
・
さ
ん
,10 :00～

16 :00）
／
懐
か
し

の
鉄
道
展
示
室
と
旧
津
山
扇
形
機
関
車
庫
（
津
山
駅
,10 :00～

,23日
ま
で
）
  ▽

消
費
生
活
パ
ネ
ル
展
（
市
立
図
書
館
前
,30日

ま
で
）
／
青
年
劇
場
「
博
士
の
愛

し
た
数
式
｣（
津
山
文
化
セ
ン
タ
ー
,18 :45～

）

M
IM
A
商
店
街
（
ソ
シ
オ
一
番
街
ほ
か
,10 :00～

16 :00,29日
ま
で
）
／
本
の
リ
サ
イ
ク
ル

市
（
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
,10 :00～

16 :00）
／
映
画
『
精
神
』
を
観
る
会
（
津
山
市
総
合

福
祉
会
館
,13 :00～

16 :00）
／
D
V出
前
講
座
（
津
山
婦
人
青
年
の
家
,13 :30～

15 :00)
▽

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
津
山
オ
ー
プ
ン
（
津
山
陸
上
競
技
場
,２
月
21日
ま
で
)／
第
３
回

さ
わ
や
か
盆
栽
教
室
（
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
,10 :00～

12 :00）
／
フ
ァ
ミ
・
サ

ポ
 ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会
（
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津
山
リ
ハ
ー
サ
ル
室
,13 :30～

15 :00)

作
州
津
山
宮
川
朝
市
（
宮
川
河
川
敷
,8 :00～

11 :00）
／
つ
や
ま
産
業
塾
市
民
公

開
講
座
（
津
山
国
際
ホ
テ
ル
,13 :30～

15 :00）

人
権
・
行
政
・
民
生
合
同
相
談
（
勝
北
老
人
憩
い
の
家
,10：00～

15：00）

行
政
相
談
（
津
山
市
総
合
福
祉
会
館
,10：00～

15：00）
／
鶴
山
塾
特
別
相
談
（
鶴

山
塾
,14：00～

16：00）

※
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
確
か
め
く
だ
さ
い

加
茂
の
朝
市
（
加
茂
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
,8：00～

）

行
政
相
談
（
加
茂
支
所
,10：00～

15：00）
／
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
「
布

え
ほ
ん
｣（
市
立
図
書
館
,14：00～

）

Le R
apport －

学
生
た
ち
の
ま
ち
な
か
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
－
（
文
化
展
示
ホ
ー

ル
ほ
か
,10：00～

17：00,20日
16：00ま

で
）
／
志
茂
田
景
樹
さ
ん
講
演
会
（
ベ
ル

フ
ォ
ー
レ
津
山
,13：30～

15：00）

女
性
と
子
ど
も
の
な
や
み
ご
と
相
談
所
（
さ
ん
・
さ
ん
,10：00～

15：00）

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
　
　
　
　
　
４
期

国
民
健
康
保
険
料
（
普
通
徴
収
）　
　
　
 ６
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
６
期

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）　
　
　
　
　
 ７
期

納
期
限
：
12月
25日
㈮

12月
の

納
税

国
民
健
康
保
険
料
（
普
通
徴
収
）　
　
　
 ５
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
５
期

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）　
　
　
　
　
 ６
期

納
期
限
：
11月
30日
㈪

11月
の

納
税


